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研究成果の概要（和文）：本研究課題では人が知ることの価値判断がどのような基準でなされているかを検討す
ることを目指し，情報とその情報を受け取ることの価値との関係を，情報伝達のあり方や情報自体の数学的性質
といった様々な側面から検討した．具体的には，様々な情報を得たときの価値，あるいは自分の知っている情報
を他者に伝えるために必要な価値を評価させ，その評価結果と情報の統計的性質や評価を下した状況との関係を
分析した．その結果，同じ情報であっても受け取るよりは与える方が高い価値を持つとみなされ，起こりにくい
ことは起こりやすいことよりも高い価値を与えられるということが明らかになった．

研究成果の概要（英文）：This study purported to explore how people value of information by 
investigate a relationship between information and value of receiving it on various aspects such as 
way of information transmission or mathematical property of information. In doing so, this study 
required participants to estimate values of information on various topics under conditions where 
they obtain or convey information, and examined relationship between participants' estimates and 
mathematical properties of information or situations where values of information were estimated. As 
a results, this study found that participants estimated the conveyed information more valuable than 
the received information, and the unfamiliar information more valuable than the familiar 
information.   

研究分野：心理学を中心とした意思決定
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本申請課題は，自分が持つ情報は人から与えられるものより価値が高いと判断する傾向を明らかにするものであ
る．このような知見は，たとえば人が自分の意見に合致した情報を探索する傾向がある，他者から受け取る情報
を自分の信念に合う形で取り入れるといった，古典的な心理学的知見に新たな解釈を与える点で大きな意義を持
つと考えられる．たとえば，自分の意見に合う情報は大きな労力を払ってでも得ようとするが，合わない情報は
少しの労力で探索することを停止してしまう，といった情報収集行動に関する新たな予測を導き，このような予
測の検討はネット社会における検索行動を考える上で示唆的であろう．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
知ることの価値や意味はどこから生まれてくるのだろうか?このような問いは，言語を介して
社会的な情報収集に努め(Dunbar, 1996)，スパイや暗号といった手段を用いコストを払ってまで
情報を得たり守ろうとしたりしてきた人間の知性を考える上で大きな意味を持つといえよう．
このような情報の価値や効用，あるいは経済学でいうところの財としての情報を考える上で重
要なのは，情報が(1)非競合性，(2)不確実性，という 2つの特徴を有することである．すなわち，
情報は他者に伝達してもそれが自分の手元に残り，所有について他者と競合せず，再び他者に与
えることが可能なものとなっている．また，どんな情報についても所有者は必ず正しいという保
証を持つことは不可能であり，常に一定の確率で間違いであるリスクを含んでいる．これらの特
徴を持つ情報の価値の問題について申請者はこれまで，所有効果(中村，2016)，情報量(中村，
2008：Nakamura, 2007)といった 2つの側面からこの問題を検討してきた． 

 
所有効果からの検討  
申請者は所有効果(endowment effect; Kahneman, Knetch, & Thaler, 1990)という古典的な現
象に注目し，情報という競合性や生産コストを伴わない財に対しても所有効果が成立するのか
を検討した．所有効果とは同じものでも他人のものより自分のもの方が価値を高く見積もる現
象であり，これまで様々な場面・状況で確認されてきた．申請者は様々な噂話やゴシップの価値
を,“教えるなら最低いくら欲しいか(Willing To Accept: WTA)?”，あるいは“教えて貰うなら最
大幾ら払うか(Willing To Pay: WTP)?”のいずれかで評価させ，両者を比較した．その結果，ほ
ぼ全てのゴシップ・噂話について WTA>WTP が成立し(図 1)，情報という形競合性を持たない
財についても所有効果が生じることを明らかにした 

 
情報理論からの分析 
 申請者は情報の不確実性に注目した検討も行ってきた(中村,2008: Nakamura, 2007)．先行研
究(Keren & Teigen, 2001)から，人間は情報としての確率に対し，中程度の確率よりは 0%か
100%に近い極端な確率を，そして低い確率よりは高い確率の方を情報として好ましく考えるこ
とが知られていた．申請者はこの傾向が，希少性仮定(rarity assumption: Oaksford & Chater, 
1994)，すなわち”物事はどちらかというと起こらない”という事前信念の下での情報量に従う
ことを理論的に示し，かつ“見込みがある”といった言語的な確率表現に対しても当てはまるこ
とを明らかにした．このような知見は，不確実性から見出される情報の価値が数学的な情報理論
に基づいていることを示唆するものである． 
 
 
２．研究の目的 
人はどのような情報に価値をおくのだろうか．このような問いは，日々膨大なデータが蓄積さ
れていく現代社会の中で，膨大な情報の中から重要なものを取り出す側にとっても，そしてその
膨大な情報を生み出し，囲まれて生きていく人間を理解するうえでも大きな重要性を持つもの
である．事実，これまで心理学や経済学の分野では，情報の有無が社会行動や経済活動に大きく
影響することが指摘され(Akerlof, 1970: Arrow, 1962; Dunbar, 1996)，社会的な情報に強い関心
を持つこと，情報の非対称性を利用して利益を得ることが行われていることが明らかにされて
きた．しかしながらこれらの研究では情報に対する価値づけそのものの問題は扱われていない．
ゴシップや噂話にしても，それらにどのような基準から価値づけを行っているのか，実際にどの
程度の価値を見積もるのか，そもそも情報を得ることにどのような意味を見出しているのかに
ついてはこれまで殆ど明らかにされていない． 
 このような背景のもと申請者(中村，2016)は，様々な情報に対する価値づけを行わせ，そのな
かで所有効果という現象をきっかけに，情報という財がどのような性質を有するのかを検討し，
情報という形のない財に対しても他の財と同様“所有”という意識がその価値を高めることを明
らかにした．このような知見は人が情報という競合性を持たない財についても他の財と同じよ
うな扱いをしていることを示唆している．しかしながら何故形のない情報をあたかも形あるも
ののように考えるのか，そもそも様々な情報の価値をどのように判断するのかはまだ殆ど明ら
かになっていない．本研究の第一の目的は，この情報の種類と価値づけの関係の問題を，所有効
果という現象をきっかけにより詳細に検討することである． 
 そして本申請課題のもう一つの目的は，情報の価値の問題を不確実性という観点から検討す
ることである．申請者自身の過去の研究(中村，2008; Nakamura, 2007)から，確率値が持つ情
報量が，情報の価値と結びついていることが明らかになっており，言い換えれば人間が情報の価
値づけについては数学的に合理的な判断基準を有していることを示唆するものである．また，こ
のような情報量の判断が，事前の知識の状態に依存することを示した．では，このような人間の
情報に対する合理的な判断基準は，噂話やゴシップといった具体的な情報に対してどのように
適用されるのだろうか．そこで本申請課題は情報の持つ不確実性の問題を，事前に有する信念や



知識の観点から検討する．  
 
３．研究の方法 
 基本的には中村(2016)同様，参加者に様々な分野の情報を WTA・WTP のいずれかで評価させる，
という手続きを用い，情報の価値が WTA，WTP で異なるのかを検討した．また，それらの情報の
確実性(“その情報が正しい確率は何％だと思いますか?”“その情報はどの程度信用できます
か?”)を評価させ，WTA・WTP との関係を分析することを試みた．ここでさらに，中村(2007：ま
た Keren & Teigen 2001 も参照)に基づき，数値的・言語的な確率表現(“90%”,“見込みがあ
る”)に対する情報の価値を，WTA，WTP のどちらかで判断させ，両者の差を比較することを試み
た． 
 
４．研究成果 
本研究課題では人が知ることの価値判断がどのような基準でなされているかを検討すること
を目指し，情報とその情報を受け取ることの価値との関係を，情報伝達のあり方や情報自体の数
学的性質といった様々な側面から検討した．具体的には，様々な情報を得たときの価値，あるい
は自分の知っている情報を他者に伝えるために必要な価値を評価させ，その評価結果と情報の
統計的性質や評価を下した状況との関係を分析した．その結果，同じ情報であっても受け取るよ
りは与える方が高い価値を持つとみなされ，起こりにくいことは起こりやすいことよりも高い
価値を与えられるということが明らかになった．主要な研究成果は以下に示してある． 
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